




 

最近では母子関係が母親と子どもとの相互作用による two way process によってなりたっ

ていることが立証されつつあり,乳児の存在は母親行動の触発に大きな役割を果している

ことが認められてきており,さらに母子関係の形成には父親を含めた家族のあり方とも力

動的に関係していることも考慮する必要がある。この点に関しては,小児にみられる被虐待

症候群や failure to thrive などの問題はすでに母親の妊娠中から父親も含めて家族とし

て潜在的問題をかかえていることも報告されておりまた妊娠分娩への夫の参加が親子関係

の形成に影響を与えることも示唆されている。 

 このような背景からわれわれは,父子関係をも考慮しつつ親への指導,働きかけの効果,

早期からの母子接触,リスクの高い親子の早期発見,およびハイリスク者に対する援助の方

法等を実用的観点から検討したので,夫々の研究の概要を報告する。 


